
国の高等教育の方向性について

○ 高等教育を取り巻く情勢

◼ 高校・大学における履修分野の偏り

高校：理系27％・文系47％ ／ 大学：理工農系22％・人文社会系46％

→ 現在の学びの構造のまま2040年を迎えると職種・学歴・地域間の需給ミスマッチが生じるリスクあり

人材需給予測（2040年）

◆職種別 事務職（437万人余剰） ／ 専門職（181万人不足、うちAI・ロボット等利活用人材は339万人不足）

◆学歴別 大卒・院卒文系（76万人余剰）／ 大卒・院卒理系（124万人不足）

◆地域別 38道県で大学進学時流出超過

中部圏域 職種間のミスマッチは16万人（事務職が余剰、専門職・現場人材が不足）
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◼ 教育・研究の質確保観点から2040年までに私立大学※250校程度、定員18万人程度の縮減案を提示

◼ 医師・歯科医師・薬剤師の将来的な供給過剰見込みを踏まえ医・歯・薬学系学部の定員削減を提言

○ 人口減少を踏まえた大学規模の適正化に向けた提言（財務省）

◼ 高校から大学・大学院を通した人材育成システムの改革

• 高校教育改革と連動した高等教育改革

• 大学の量的規模適正化

✓ 理工・デジタル系人材育成の強化、人文・社会科学系学部のダウンサイジング、文理分断からの脱却

✓ 設置認可の厳格化、日本全体の大学の分野・地域のリバランス

✓ 公立大学は、首長との連携の下、地域の人材養成ニーズを踏まえ、高等学校や他の高等教育機関
との連携を推進

➢ 大学改革の方針（文部科学省）

（産業構造審議会経済産業政策新機軸部会：R8.3.5）

（財政制度等審議会財政制度分科会（R8.4.23）

※国公立大学は現状の大学数が維持されるものと仮定

（大学の機能強化と量的規模の在り方について ：R8.4.23）

参考資料２



財務省 財政制度審議会財政制度分科会（R8.4.23）

2



3

財務省 財政制度審議会財政制度分科会（R8.4.23）



4

大学の機能強化と量的規模の在り方について 文部科学省（R8.4.23）



大学の機能強化と量的規模の在り方について 文部科学省（R8.4.23）
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大学の機能強化と量的規模の在り方について 文部科学省（R8.4.23）
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